
今月の表紙　　でてこいまつり　～ 元気いっぱい、キッズジャズダンス～

温故知新

老人クラブへの参加を呼びかけ

豊永　藤原 英子 さん

まちの話題

恒久平和への誓いを新たに 殉公者追悼式が執り行われる

2014 くりん草フェスティバル開催 美しい花と多彩な催しを満喫

平成25年度振興公社決算報告／津別ウッドクラフト展2014作品募集



私
た
ち
は
森
の
恵
み
や
大
切
さ
を
理
解

し
て
い
て
も
、
生
活
の
中
で
は
つ
い
忘
れ

が
ち
で
す
。

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
、
使
い
な
が
ら

木
や
森
の
良
さ
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
自
然
と
仲

良
く
な
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

生
活
の
中
に
あ
る
用
品
が
『
使
っ
て
楽

し
い
、
飾
っ
て
楽
し
い
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
と
し
て
生
ま
れ
て

く
る
よ
う
、
ク
ラ
フ
ト
展
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

作品の搬入・搬出場所

・場　所　つべつ木材工芸館　†0152－76－3335
〒092－0225 網走郡津別町字共和127-2

・日　時 搬入日時/10月１日（水）～10月６日（月）

午前10時～午後４時

搬出日時/10月22日（水）～11月３日（月）

午前10時～午後４時

審査会・審査発表 10月10日（金）

展示会　期間／10月11日（土）～10月20日（月）

場所／つべつ木材工芸館

応募・問い合わせ先

津別町役場 産業振興課林政グループ

〒092－0292 網走郡津別町字幸町41

†0152－76－2151（内線259)

FAX 0152－76－2976

Ｅ－mail：sangyo1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

※出品申込書は津別町のホームページからもプリント

アウトできます。

http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

＜主催＞　愛林のまち　津別町

▼

２
０
１
３
年
大
人
の
部
最
優
秀
作
品
「
夢
ポ
ッ
ポ
」

審査員　審査委員長 佐藤多一津別町長　他審査委員数名

応募受付期限（申込書の提出）

平成26年９月30日（火）必着

応募資格 どなたでも応募できます。

応募部門 ○大人の部

○子どもの部(中学生以下)

ジュニアの部…小学４年生以下

シニアの部…小学５年生以上

応募規定（作品規定）

q 作品の素材が木(根・葉・実を含む)であること。

もしくは、木が重要な機能を果たしているもの。

w 作品の縦・横・高さの合計が180b以内であること。

e 未発表の作品であること。

r 応募点数は１人５点まで。

応募方法 所定の申込書に必要事項を記入し、持参または

郵送してください（FAX・メールも可）。

※記入いただいた個人情報の取り扱いに関しては応募要

項をご覧のうえご確認下さい。

出品料　無料（搬入・搬出に要する経費は出品者の負担）

～ 作 品 募 集 ～～ 作 品 募 集 ～
テーマ「あったらいいなぁ、こんなもの」

子どもジュニアの部 最優秀賞（１点）図書カード1万円

優秀賞（２点）図書カード５千円

子どもシニアの部 最優秀賞（１点）図書カード1万円

優秀賞（２点）図書カード５千円

使って楽しい、飾って楽しい日常生活を彩る「木」の用品

大人の部 最優秀賞（１点）賞金10万円

優秀賞（２点）賞金２万円

審査員特別賞 大人の部（２点）賞金１万円、

子どもジュニア、シニア共通（４点）図書カード３千円

※大人の部最優秀作品は、賞金をもって買い取りとさせていただきますのでご了承願います。

子どもジュニア、シニアの部の最優秀作品は、1年間展示後、返却いたします。

《
平
成
25
年
度
》

振
興
公
社
決
算
報
告相

生
振
興
公
社

６
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、（
株
）
津
別
町
振
興
公
社
と
（
株
）
相
生

振
興
公
社
の
平
成
25
年
度
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
公
社
は
、

町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
っ
て
事
業
報
告

と
決
算
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
両
公
社
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

損　益　計　算　書

単位：千円

津 別 町
振興公社

（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）

公
共
施
設
の
清
掃
・
管
理
業
務
に
つ
い
て

は
、
日
常
清
掃
業
務
８
施
設
、
特
別
清
掃
業

務
14
施
設
、
施
設
管
理
業
務
11
施
設
、
公
園

管
理
業
務
５
施
設
、
公
衆
浴
場
管
理
業
務
１

施
設
、
道
立
施
設
管
理
業
務
１
施
設
は
、
ほ

ぼ
当
初
の
計
画
ど
お
り
事
業
を
行
い
ま
し

た
。グ

レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
５
月
か
ら
10
月
ま
で
の

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及
び
夏
休
み
期
間
中

の
営
業
と
し
、
営
業
日
数
85
日
で
１
１
１
０

人
（
前
年
度
１
３
５
５
人
）
と
昨
年
度
を
下

回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
、
常
勤

職
員
、
パ
ー
ト
職
員
、
臨
時
職
員
、
季
節
職

員
の
職
員
総
数
55
人
の
人
員
体
制
で
業
務
を

行
い
ま
し
た
。

津
別
町
振
興
公
社

�

（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで） 単位：千円

損　益　計　算　書相 　 生
振興公社

主
要
事
業
で
あ
る
「
相
生
物
産
館
」
の
営

業
に
お
い
て
は
、
13
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
15
年
８
月
に
「
道
の
駅
」

と
し
て
登
録
さ
れ
て
以
来
、
来
場
者
は
順
調

に
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
来
場
者

数
、
売
り
上
げ
と
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
も
景
気
回
復
の
遅

れ
、
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
な
ど
様
々
な
要
因

で
売
上
は
対
前
年
比
で
１
・
79
％
減
、
約
１

５
３
万
円
減
と
い
う
結
果
に
な
り
、
最
終
的

に
は
、
税
引
前
当
期
損
失
18
万
６
千
円
と
な

り
、
本
格
的
な
運
営
が
始
ま
っ
た
13
年
度
以

来
、
初
め
て
赤
字
を
計
上
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
そ
ば
・

豆
腐
製
造
販
売
部
門
で
は
２
人
の
職
員
と
平

均
３
人
の
パ
ー
ト
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
協
力
を
得
な
が

ら
業
務
を
行
い
ま
し
た
。



第
30
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選

手
権
大
会
（
５
月
17
・
18
日
、
美
深
町
）
で
好
成
績

を
収
め
、
全
日
本
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
津
別

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
が
、５
月
29
日
、

佐
藤
町
長
に
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。

同
大
会
に
津
別
か
ら
出
場
し
た
小
中
学
生
11
名
の

う
ち
石
井
柊
く
ん
（
津
中
３
年
）、
笹
本
梨
真
さ
ん

（
津
中
２
年
）、
石
井
葵
良
さ
ん
（
津
中
２
年
）、
乃

村
朋
紀
花
さ
ん
（
津
小
５
年
）、
兼
平
航
志
く
ん

（
津
小
５
年
）、
加

藤
瑠
菜
さ
ん
（
津

小
５
年
）
の
６
名

が
、
７
月
末
か
ら

札
幌
市
で
開
催
さ

れ
る
第
42
回
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
選
手
権

大
会
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

町
長
の
激
励
の

言
葉
に
、
選
手
た

ち
は
大
会
で
の
健

闘
を
誓
っ
て
い
ま

し
た
。

会
長
、
会
員
34
名
）
の
50
周
年
記
念
式
典
が
、
町
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
39
年

に
国
内
６
３
２
番
目
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て

誕
生
し
て
以
来
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
に
根
差

し
た
奉
仕
活
動
や
寄
付
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
４
人
へ
の
感

謝
状
贈
呈
や
、
過
去
10
年
間
の
歴
代
会
長
へ
の
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
50
周
年
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
し
て
、
21
世
紀
の
森
整
備
事
業
の
た
め
に
町

に
２
５
０
万
円
の
助
成
金
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、

来
賓
の
町
長

を
は
じ
め
近

隣
の
ク
ラ
ブ
、

遠
く
は
船
橋

ポ
ー
ト
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
な
ど
か
ら

２
４
０
名
が

集
ま
り
、
50

年
と
い
う
歴

史
の
重
み
を

か
み
し
め
て

い
ま
し
た
。

６
月
15
日
、
戦
没
者
を
慰
霊
し
恒
久
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
す
る
「
殉
公
者
追
悼
式
」
が
、
津
別
町

平
和
の
碑
広
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

黙
祷
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
佐
藤
多
一
町
長
が
式
辞

を
述
べ
、「
平
和
は
世
界
共
通
の
願
い
で
す
が
、
国

家
や
宗
教
の
違
い
な
ど
か
ら
テ
ロ
や
紛
争
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
大
戦
か
ら
学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、
平

和
に
寄
与
す
る
た
め
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
、
紛
争
終
結
を
訴
え
ま
し
た
。

北
海
道
知
事
（
代
読
）、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長

に
よ
る
慰
霊
の
辞
に
続
い
て
、
戦
没
者
遺
族
や
来
賓
、

関
係
者
な
ど
が
平
和
の
碑
に
献
花
を
行
い
、
平
和
と

鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

来
賓
、
各
地
区
会
員
な
ど
２
４
０
名
が
出
席

津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
式
典

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

殉
公
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
る

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権
大
会

津
別
か
ら
６
選
手
が
出
場
決
定

６
月
12
日
、
美
幌
地
区
危
険
物
安
全

協
会
（
大
西
均
会
長
）
か
ら
津
別
消
防

署
に
、
油
吸
着
マ
ッ
ト
１
０
０
枚
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

油
吸
着
マ
ッ
ト
は
路
面
等
に
漏
れ
出

た
油
を
吸
い
取
っ
て
処
理
す
る
も
の

で
、「
危
険
物
安
全
週
間
」
期
間
中
に

お
け
る
同
協
会
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
危
険
物
災
害
対
策
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

舛
川
実
副
会
長
か
ら
目
録
を
受
領
し

た
江
草
英
利
署
長
は
、「
町
民
の
安
全

の
た
め
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

油
漏
れ
事
故
に
素
早
く
対
応

危
安
協
が
油
吸
着
マ
ッ
ト
を
寄
贈

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
行
を
願
い

建
設
産
業
団
体
か
ら
交
通
安
全
旗
80
枚
が
寄
贈
さ
れ
る

５
月
19
日
、
建
設
産
業
交
通
安
全

推
進
網
走
地
方
本
部
美
幌
支
部
（
野

口
謙
一
支
部
長
代
理
）
か
ら
教
育
委

員
会
に
、
交
通
安
全
旗
80
枚
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

赤
い
文
字
で
「
交
通
安
全
」
と
染

め
抜
き
、
エ
ゾ
鹿
の
イ
ラ
ス
ト
を
あ

し
ら
っ
た
こ
の
旗
は
、
町
内
小
中
学

校
の
周
辺
道
路
沿
い
を
中
心
に
掲
げ

ら
れ
、
事
故
防
止
の
注
意
喚
起
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
運
転
者
も
歩
行
者

も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

『
２
０
１
４
　
く
り
ん
草
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
、

６
月
14
日
か
ら
29
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
ノ
ン
ノ

の
森
（
上
里
町
民
の
森
自
然
公
園
の
愛
称
）
と
ラ
ン

プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ン
ソ
ウ
が
群
生
す
る
散
策
路
周
辺
で
は
、
家

族
連
れ
な
ど
が
見
事
に
咲
き
そ
ろ
っ
た
花
を
眺
め
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
期
間
中
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
や
森
林

ヨ
ガ
体
験
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
森
の
持
つ
癒
し
の
力
を
体
感
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
、
津
別
の
音
楽
愛
好

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
日
替
わ
り
で
演
奏
す
る
「
森
の
音

楽
会
」
も
連
日
行
わ
れ
、
会
場
は
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

2014 くりん草フェスティバル開催

美しい花と多彩な催しを満喫

可れんに咲くクリンソウ

緑豊かな森の散策路

夫婦デュオ「二人静」の演奏

木の実などを使ったクラフト体験

木黒

５
月
25
日
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（

功



〇つべつ観光物産まつり　　 9：30～15：00

〇ROCK FES. 野外 9：30～15：00

〇第10回つべつ川のぼり大会

11：00～12：00 （10：00受付開始）

〇特産ビーフまつり　　　 10：30～14：00

〇郷土芸能山鳴太鼓保存会演奏10：30～11：00

○南アルプス市長歓迎ウェルカムトーク

11：40～11：55

〇ＨＢＣラジオ公開録音　 12：00～13：30

・タケカワユキヒデライブ

・フォーリンラブ爆笑ライブ

・ラウフェンライブ

〇管内カラオケ選手権大会　 13：40～15：20

〇管内特産品大抽選会 14：00～14：30

○
す
で
に
「
発
行
希
望
」
の
ご
連
絡
を
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
は
、
継
続
し
て
発
行
し
ま
す

の
で
、
再
度
の
ご
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
医
療
費
通
知
を
受
け
取
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
申
請

等
の
手
続
き
を
さ
れ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
通
知
を
確
定
申
告
な

ど
の
「
医
療
費
控
除
」
の

領
収
書
の
代
わ
り
と
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇活汲小学校・RECつべつリコーダー演奏　　　　　　

18：10～18：30

〇津別中学校吹奏楽部演奏　　　18：40～19：00

○つべつ夏まつり開会式　　　　19：10～19：20

〇第31回つべつ千人踊り　　 19：30～20：00

○もちまき大会　　　　　　　　20：10～20：20

（屈斜路プリンスホテル「ペア宿泊券」ほか景品多数！）

〇花火大会　　　　　　　　　　20：30～21：00

７月５日(土)前夜祭
16：00～21：30

７月６日(日) 本 祭
9：00～15：20

主催　津別観光協会・つべつ夏まつり実行委員会

タケカワユキヒデ フォーリンラブ

※大人の部優勝　現金１万円＋副賞

：ランプの宿・森つべつ「ペア宿泊券」

→
昨
年
の
「
つ
べ
つ
ふ

れ
あ
い
広
場
」
の
様
子

第23回つべつふれあい広場

開催のお知らせ
あたたかい福祉の心を育てようと開催して

いる「ふれあい広場」が、今年も皆さんのお

越しをお待ちしています。

●日　時 ７月27日（日）

午前10時～午後２時

●場　所 町民会館

●内　容 詳細については、後日新聞折り込

みのチラシにてご案内いたします。

●問い合わせ先 津別町社会福祉協議会

†76－1161

◆
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日

を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く
１
年
間
で
す
。
引
き
続

き
交
付
対
象
に
該
当
す
る
方
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
減
額
認
定
証
を
保
健

福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
o
番
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

新
た
に
減
額
認
定
証
が
必
要
に
な
る
方
は
、
下
表
の
交
付
要
件
に
該
当
す

る
こ
と
を
ご
確
認
の
上
、
保
健
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合
†011－290－5601

保健福祉課　健康医療グループ
後期高齢者医療担当
†76－2151(内線229)

今
年
の
新
し
い
減
額
認
定
証
の
色
は
黄
色
で
す

◆
医
療
費
通
知
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

被
保
険
者
の
皆
様
に
健
康
や
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
医
療
費
を
半
年
ご
と
に
ま
と
め
、
ご
希
望
の
方
を
対
象
に
医
療

費
通
知
と
し
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
回
の
発
行
は
、
９
月
（
平
成
26
年
１
月
〜
６
月
の
医
療
費
を

対
象
）
に
行
い
ま
す
。

新
た
に
医
療
費
通
知
の
発
行
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
北
海
道
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
又
は
役
場
保
健

福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
（
電
話
で
の
ご
連
絡
だ
け
で
発

行
手
続
き
が
で
き
ま
す
）。

●
医
療
費
通
知
を
新
た
に
発
行
希
望
の

方
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◆
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）
も

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
ご
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

７
月
22
日
（
火
曜
日
）
よ
り
、
新
し
い
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
の
で
、
保

健
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
o
番
窓
口
に
印
鑑
と
旧
保
険
証
を
ご
持

参
い
た
だ
き
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
27
年
７
月
31
日
で
す
。

◎
紛
失
し
た
と
き
や
、
汚
れ
た
と
き
は
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
担
当
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
役
場
ま
で
更
新
手
続
き
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今

年

の

新

し

い

保

険

証

の

色

は

黄

緑

色

で

す

◎観光や夏型レジャー等に伴う事故防止や、

自動二輪車による事故防止等を図るための

活動等を推進します。

7月11日（金）～7月20日（日）

夏の交通安全運動

問い合わせ先

住民企画課 住民企画グループ

†76-2151（内線216）

世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方

＜減額認定証の交付対象…次の区分1または区分2に該当する方＞

区分2

区分1

世帯全員が住民税非課税である方

・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

津 別 町 1 3 0 年 記 念

ごみは「ごみ回収
コーナー」へ
ご持参ください

まる太くん

ぎゅうたろう
豪華ゲスト登場！

ゆるキャラも遊びに来るよ！

そらっきー

ノ
ン
キ
ー
く
ん



子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
る
先
生
に

◎
応
募
で
き
る
企
業
は
次
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
企
業

(1)
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
、
育
児
・
介
護
休
業
法

に
定
め
る
各
休
業
制
度
等
と
同
程
度

以
上
の
規
定
を
有
し
、
か
つ
、
規
定

に
基
づ
く
休
業
制
度
等
の
利
用
者
が

い
る
こ
と
。

(2)
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
規

定
さ
れ
る
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を

策
定
・
届
出
し
た
企
業
で
、
そ
の
行

動
計
画
に
企
業
独
自
の
制
度
を
導
入

し
て
い
る
な
ど
、
両
立
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

(3)
在
宅
勤
務
制
度
や
育
児
・
介
護
等
を

理
由
に
退
職
し
た
労
働
者
を
再
雇
用

す
る
制
度
の
規
定
を
有
し
て
い
る
な

ど
、
労
働
者
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立

の
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
。

◎
応
募
方
法

町
も
し
く
は
関
係
団
体
か
ら
の
推
薦

又
は
自
薦

◎
応
募
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
経
済
部
労
働
局
雇
用
労
政
課

労
働
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ
自
薦
（
北
海

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
）

◎
期
日

平
成
26
年
７
月
31
日
（
木
）
ま
で

※
町
か
ら
の
推
薦
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー

プ
へ
。

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
３
１
５
）

期
日：

平
成
26
年
７
月
17
日
（
木
）

ま
で
。

※
な
お
、
選
考
の
結
果
、
表
彰
に
該
当

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
願
い
ま
す
。

稲
垣
　
美
香
　
さ
ん

いながき　みかさん／昭和62年７月生まれ／津別小学

校勤務

北
海
道
両
立
支
援
推
進
企
業
表
彰
に

ご
応
募
く
だ
さ
い

北
海
道
で
は
、
労
働
者
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
図
る
た
め
、
育
児
・
介

護
休
業
制
度
の
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
企
業
を
「
北
海
道
両
立
支

援
推
進
企
業
」
と
し
て
表
彰
し
そ
の
取
り
組
み
を
広
く
紹
介
し
ま
す
。

津
別
小
学
校
に
勤
務
し
て
今
年
で

３
年
目
の
稲
垣
美
香
先
生
。
現
在
は
、

３
年
生
の
ク
ラ
ス
を
受
け
持
っ
て
い

ま
す
。

北
見
市
出
身
の
稲
垣
先
生
は
、
北

見
北
斗
高
校
か
ら
北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
入
学
当

初
は
図
書
館
司
書
を
志
望
し
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
実

習
で
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
機
会
が

増
え
る
に
し
た
が
い
、
小
学
校
の
教

員
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
仕
事
は
楽
し
い
で
す
。
子
ど
も
た

ち
を
見
て
い
る
と
、
日
々
の
変
化
や

成
長
の
早
さ
が
実
感
で
ま
す
」
と
話

す
稲
垣
先
生
の
目
標
は
、
卒
業
後
も

教
え
子
の
記
憶
に
残
る
よ
う
な
先
生

に
な
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

学
校
に
い
る
と
人
間
関
係
が
限
ら

れ
た
も
の
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
異

業
種
の
人
と
交
流
を
広
げ
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
津
別
町
青
年
活
動
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
『
a
n
d
』
に
参
加
。
若

者
交
流
会
や
講
演
会
の
運
営
に
携
わ

る
な
ど
、
校
外
で
の
活
動
に
も
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

去
年
の
９
月
か
ら
豊
永
老
人
ク
ラ

ブ
（
会
員
41
名
）
の
会
長
を
務
め
て

い
る
藤
原
英
子
さ
ん
。「
地
域
の
皆
さ

ん
や
事
務
局
の
方
に
助
け
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
な
ん
と
か
続
け
て
い
ま

す
」
と
微
笑
み
ま
す
。

佐
賀
県
生
ま
れ
の
藤
原
さ
ん
は
、

４
歳
の
時
に
家
族
と
旧
満
州
に
渡
り

ま
す
。
ご
両
親
は
菓
子
店
を
開
き
、

繁
盛
も
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
終

戦
に
よ
っ
て
苦
難
の
末
に
舞
鶴
港
に

引
き
揚
げ
て
き
ま
し
た
。「
怖
い
思
い

も
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
楽
し
か
っ

た
こ
と
の
方
が
多
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
満
州
時
代

を
振
り
返
り
ま
す
。

一
度
は
九
州
の
故
郷
に
戻
っ
た
一

家
で
し
た
が
、
や
が
て
伯
父
が
い
る

東
藻
琴
村
（
現
大
空
町
）
に
移
り
住

み
、
藤
原
さ
ん
も
当
地
で
青
春
時
代

を
過
ご
し
ま
す
。

昭
和
35
年
に
縁
あ
っ
て
邦
良
さ
ん

と
結
婚
し
た
藤
原
さ
ん
は
、
小
清
水

町
で
農
業
を
営
み
ま
す
が
、
徐
々
に

離
農
す
る
世
帯
が
多
く
な
り
、
昭
和

45
年
か
ら
は
夫
婦
で
津
別
の
丸
玉
産

業
に
勤
め
始
め
ま
す
。
昭
和
58
年
、

夫
の
邦
良
さ
ん
が
若
く
し
て
亡
く
な

る
と
い
う
不
幸
が
あ
り
ま
し
た
が
、

藤
原
さ
ん
は
働
き
な
が
ら
一
男
一
女

を
育
て
上
げ
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
の
藤
原
さ
ん
は
好
き

な
旅
行
に
出
か
け
た
り
、
趣
味
の
民

舞
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
な
ど
、
充

実
し
た
第
２
の
青
春
を
過
ご
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
花
を
育
て
る
こ
と

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
、
良
く
手
入

れ
さ
れ
た
ご
自
宅
の
庭
に
は
、
季
節

ご
と
の
美
し
い
花
が
咲
き
競
っ
て
い

ま
す
。

豊
永
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
も
、

月
に
一
度
の
例
会
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
等
の
活
動
に
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
以
前

に
比
べ
て
特
に
60
代
、
70
代
の
比
較

的
若
い
世
代
の
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
気
が
か
り
だ

そ
う
で
、
お
年
寄
り
の
孤
立
化
を
防

ぐ
た
め
に
も
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

さ
ん

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け

藤
原
　
英
子

【435】

問い合わせ先 †76－2151  税務担当（ 内線 220・221）
収納担当（ 内線 218）

口
座
振
替
の
す
す
め

『
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
銀
行
に
行

け
な
い
！
』『
い
つ
も
納
付
書
を
な
く
し

て
し
ま
う
！
』
方
は
、
口
座
振
替
の
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

手
続
き
さ
え
済
ま
せ
て
お
け
ば
、
預

金
口
座
か
ら
自
動
で
納
税
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
ら
、
毎
回
納
期
ご
と
に
金

融
機
関
に
行
か
な
く
て
済
み
ま
す
。
手

続
き
は
、
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
て
、

通
帳
と
印
鑑
を
持
参
の
上
「
町
の
税
金

の
口
座
振
替
を
し
た
い
」
と
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

現
金
で
納
税
し
た
い
方
は
、
北
見
信

用
金
庫
、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町
農

業
協
同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内

全
て
の
郵
便
局
及
び
津
別
町
役
場
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
金

融
機
関
窓
口
が
閉
ま
っ
た
後
で
も
、
津

別
町
役
場
の
窓
口
は
午
後
５
時
15
分
ま

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

７
月
は
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

険
税
第
２
期
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
７
月
31
日
（
木
）
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引
落

口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ふじわら　えいこさん／昭和11年10月、佐賀県生まれ／77歳／豊永在住



６
月
中
旬
ま
で
に
平
成
26
年
度

分
の
納
税
通
知
書
（
町
道
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）
の
発

送
を
全
て
終
え
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付

さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
０
）

平
成
26
年
度
全
国
安
全
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、「
み
ん
な
で
つ
な
ぎ

高
ま
る
意
識
　
達
成
し
よ
う
ゼ
ロ

災
害
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
６
月

１
日
か
ら
30
日
ま
で
を
準
備
期
間
、

７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
本
週

間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
に
お
い
て
経
営
ト
ッ
プ
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
、
労
働
者
の
安
全
意

識
の
高
揚
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
等
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
　

監
督
署
（
安
全
衛
生
課
）

†
０
１
５
７-

23-

７
４
０
６

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海
道

苦
情
審
査
委
員
制
度
」
で
す
。

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情
審

査
委
員
」
が
公
正
で
中
立
的
な
立

場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、

必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

申
立
て
方
法
は
、
苦
情
申
立
書

（
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
な
事

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

も
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部

知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

†
０
１
１-

２
０
４-

５
５
２
３

（
内
線
21-

７
０
６
）

網
走
地
方
気
象
台
で
は
、
気
象

知
識
や
防
災
知
識

の
普
及
・
啓
発
を

目
的
に
、
一
般
の

方
々
を
対
象
と
し

た
施
設
見
学
会
を

例
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
　
時

７
月
26
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

網
走
地
方
気
象
台

（
網
走
市
台
町
２
丁
目
１-

６)

※
入
場
料
無
料
、
事
前
申
し
込

み
不
要
、
駐
車
場
あ
り

内
　
容

施
設
見
学
、
観
測
機
器

展
示
、
パ
ネ
ル
展
示
、

気
象
観
測
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
（
随

時
）、
実
験
教
室

そ
の
他

雨
天
で
も
行

い
ま
す
が
、
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は

当
台
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台
業
務
・
危
機

管
理
官

†
０
１
５
２-

44-

６
８
９
１
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成
27

年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
に
か
か
る
求
人
に
つ
い
て
、
６

月
20
日
か
ら
受
理
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

企
業
の
将
来
を
担
う
新
卒
者
の

採
用
に
つ
い
て
是
非
ご
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
お
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
求
人
の
申
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
公
共
職
業
安
定
所

・
専
門
援
助
部
門

†
０
１
５
７-

23-

６
２
５
１

・
美
幌
分
室

†
０
１
５
２-

73-

３
５
５
５

「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
土
地
が

登
記
さ
れ
た
際
に
そ
の
土
地
の
範

囲
を
区
画
し
た
線
（
筆
界
）
に
つ

い
て
、
現
地
に
お
け
る
位
置
を
特

定
す
る
制
度
で
す
。

「
筆
界
」
は
、
所
有
権
の
範
囲
を

画
す
る
線
と
い
う
意
味
を
除
い
て
、

一
般
的
に
言
う
「
境
界
」
と
同
じ

意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

お
隣
と
の
境
界
に
つ
い
て
、
そ

の
位
置
の
認
識
が
互
い
に
違
い
困

っ
て
い
る
等
、
事
案
に
よ
っ
て
は

「
筆
界
特
定
制
度
」
を
利
用
し
て
解

決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
最
寄
の
法
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆

A
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◎
釧
路
地
方
法
務
局

登
記
部
門
筆
界
特
定
室

†
０
１
５
４-

31-

５
０
２
７

◎
釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
０
　
　

不
正
改
造
に
つ
い
て
は
、
改
造

を
実
施
す
る
こ
と
、
改
造
さ
れ
た

自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
の
両

方
が
法
律
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
お

り
、
違
反
す
る
と
整
備
命
令
の
交

付
や
罰
金
等
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
た
め
、「
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を

全
国
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら
、
下

記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

不
正
改
造
車
１
１
０
番

北
見
運
輸
支
局
検
査
・
整
備
担
当

†
０
１
５
７-

24-

７
６
３
３

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

覚醒剤等薬物乱用の防止～薬物、ダメ。ゼッタイ。～
覚醒剤や大麻などの薬物を乱用すると、身体や精神が

ボロボロになり、人間らしい生活を営むことができなく

なるばかりか、場合によっては死に至ることもあります。

薬物の手はあなたの周りにも忍び寄っており、一度だ

けという好奇心や遊びのつもりでも、薬物の強い依存性

によって、自分の意思では止めることができなくなりま

す。

北海道警察では、薬物密売組織の壊滅をはじめ、関係

機関との連携を強化して、覚醒剤等の密輸入の阻止、密

輸グループ等の摘発と組織壊滅に全力を挙げています。

また、道内には野生の大麻草が自生している地区が多

くあることから、関係機関と連携して自生大麻の除去活

動を推進しています。若年層をはじめとする大麻汚染の

拡大を阻止するためにも、大麻草の群生地を知っている

方は警察へ通報をお願いします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か

網
走
地
方
気
象
台

施
設
見
学
会
開
催
の
ご
案
内

ま
す
。

通
信
販
売
で
は
、
事
業
者
が
返

品
の
可
否
や
返
品
期
限
に
関
す
る

特
約
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
約
が
な
い
場
合
は
、

受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
返
品
で
き
ま
す
。

印
象
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
返
品
の
可
否
」
な
ど
を
確
認

し
て
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光
グループ

†76－2151
（内線258）

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
買
っ
た
ら

返
品
で
き
な
か
っ
た
！

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
布
団

掃
除
機
を
購
入
し
た
。

電
話
で
注
文
す
る
際
「
操
作
は

難
し
く
な
い
か
」
と
質
問
し

た
と
こ
ろ
「
簡
単
で
す
」
と

言
わ
れ
た
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー

の
カ
バ
ー
が
固
す
ぎ
て
、
開

け
る
と
き
に
指
が
痛
く
な
っ

て
し
ま
う
。

し
か
も
、
重
た
く
て
返
品

し
た
い
が
、
一
度
電
気
を
通

し
た
も
の
は
返
品
を
受
け
付

け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
返

品
の
可
否
な
ど
重
要
な
表
示
が
短

く
て
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り

夏
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

住民企画課

住民企画

グループ

海
外
で
は
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
が
、
国
内
で
は
鈴
鹿
８
時
間

耐
久
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ

ク
リ
ン
グ
が
…
…
。
い
ず
れ
も
７

月
に
行
わ
れ
る
、
オ
ー
ト
バ
イ
や

自
転
車
の
大
会
で
す
。

ま
た
、
７
月
の
北
海
道
で
は
、

11
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
「
夏
の

交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
運
動
の
視
点
は
、「
観
光

や
夏
型
レ
ジ
ャ
ー
等
に
伴
う
事
故

防
止
や
、
自
動
二
輪
車
に
よ
る
事

故
防
止
等
を
図
る
こ
と
」
と
し
て

い
ま
す
。

冒
頭
の
大
会
は
特
別
な
も
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
自
転

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
交
通
手
段
に

す
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

各
地
へ
の
観
光
に
足
を
運
ぶ
機
会

も
増
え
て
き
ま
す
。

津
別
町
で
も
「
第
44
回
つ
べ
つ

夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
に
注
意
し
て
、
短
い
北

海
道
の
夏
を
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

知
っ
て
ま
す
か
？

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
制
度
」

第
87
回
全
国
安
全
週
間
実
施

「
不
正
改
造
車
排
除
運
動
」

実
施
中
！

網走開発建設部では、今後、概ね

20年にわたる網走川水系（国管理

区間）の具体的な河川整備、維持に

ついて定める河川整備計画の策定に

あたり、流域にお住まいの皆様を対

象に説明会を開催します。

《日　時》

平成26年7月10日（木）

午後６時～（1時間30分程度）

《場　所》

津別町林業研修会館　集会室

問い合わせ先

網走開発建設部　治水課　木下

†0152－44－6452

ご
存
知
で
す
か
？

筆
界
特
定
制
度

網走地方気象台ホームページ

http://www.jma-net.go.jp/abashiri/

A
網走川河川整備計画（原案）

の説明会を開催します

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
申
込
を
お
早
め
に



<

７
月
26
日
〜
８
月
16
日>

◆
上
里
線
【
津
別→

上
里→

津
別
】

津
別
発
上
里
行
　
午
前
７
時
00
分
　
　
　
上
里
発
津
別
行
　
午
前
７
時
30
分

津
別
発
上
里
行
　
午
後
４
時
00
分
　
　
　
上
里
発
津
別
行
　
午
後
４
時
30
分

◆
恩
根
線
【
津
別→

栄→

津
別
】

津
別
発
栄
行
　
午
前
７
時
10
分
　
　
　
栄
発
津
別
行
　
午
前
７
時
35
分

津
別
発
栄
行
　
午
後
１
時
50
分
　
　
　
栄
発
津
別
行
　
午
後
２
時
25
分

津
別
発
栄
行
　
午
後
４
時
00
分
　
　
　
栄
発
津
別
行
　
午
後
４
時
35
分

◆
二
又
線
【
本
岐
保
育
所
前→

北
口
前→

本
岐
保
育
所
前
】

本
岐
保
育
所
前
発
北
口
前
行
　
午
前
７
時
11
分
　
　

本
岐
保
育
所
前
発
北
口
前
行
　
午
後
４
時
29
分

北
口
前
発
本
岐
保
育
所
前
行
　
午
前
７
時
32
分

北
口
前
発
本
岐
保
育
所
前
行
　
午
後
４
時
50
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
バ
ス
直
通
電
話
　
†
76-

２
１
６
６

学校が夏休み中の期間は、まちバス（上里線・恩根線・二

又線）の運行は、火・金曜日のみとなりますのでお知らせし

ます。なお、乗車には予約が必要です。

火・金曜日のみの運行となる期間は、下記のとおりです

（記載の時刻は、通常の発車時刻と変更ありません）。

※相生線は、従来どおり月～土曜日の運行となります。

野ねずみによる食害が例年オホーツク管内で発

生しており、津別町の森林でも被害の発生がが心

配されます。

夏の間は、食糧も豊富なため被害の拡大はない

と予想されますが、食糧不足となる秋から冬にか

けて被害が発生する恐れがあります。

対策としては、秋期に行っている野ネズミ駆除

の薬剤散布があります。

希望される方は、各森林組合までお問い合わせ

ください。

問い合わせ・申し込み先

北見広域森林組合　†0157-23-7425

美幌町森林組合　　†73-1281

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当
†76－2151 内線 222、223

▼子のある夫にも遺族基礎年金が支給さ

れます　　

これまでは、夫が亡くなった場合に、

子のある妻または子に遺族基礎年金が支

給されていましたが改正後は子のある夫

にも支給されます。

▼未支給年金を受け取れる遺族の範囲が

拡大されます

これまでは、未支給年金（亡くなった

方が受け取れるはずであった未払いの年

金）を受け取れる遺族の範囲は、「配偶

者、子、父母、孫、祖父母、又は兄弟姉

妹」でしたが，改正後は「上記以外の3

親等内の親族」（甥、姪、おじ、おば、

子の配偶者など）まで拡大されます。

▼国民年金の任意加入未納期間が受給資　

格期間に算入されます

これまでは、｢国民年金の任意加入被

保険者（サラリーマンの妻や海外在住者

などで本人の申出により加入をしていた

方）が保険料を納付しなかった期間につ

いては未納期間とされ、年金を受け取る

ために必要な期間に算入されませんでし

たが、改正後はこの未納期間が受給資格

期間に算入されます。

平成26年４月１日から
年金制度が一部変更になりました

平成27年度 津別町職員（社会人枠及び林業技術職）募集のお知らせ

【一般行政職・社会人枠　２名】

応募資格　次の要件をいずれも満たす方

（1）学校教育法による4年制大学を卒業した方で昭和50年4月

2日から昭和60年4月1日までに生まれた方（30歳～39歳）

（2）民間企業等での経験年数が5年以上の方（民間企業等で　

の経験年数は、正社員として勤務した期間とし、アルバ

イト・派遣社員等の期間は含みません）

※ただし、日本国籍を有しない方又は地方公務員法第16条

（欠格条項）に該当する方は受験できません。

※実務経験の基準日は、平成26年8月末現在とします。

採用予定年月日　平成27年4月1日　

申込期日　平成26年9月8日（月）まで必着

試験の内容及び日程等

内　容　　作文筆記、個人面接

場　所 津別町役場　林業研修会館

日　時 平成26年9月28日（日）

※書類選考があります。詳細は、募集要項及び採用

試験実施要項をご覧ください。

応募・照会先（共通）

〒092-0292 網走郡津別町幸町41番地

津別町役場総務課庶務グループ

† 0152－76－2151（内線208）

職員採用試験申込書、募集要項、試験実施要項は

津別町ホームページからダウンロードできます。

http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

試 験 日 平成26年9月21日(日)

受付期間 平成26年7月14日(月)～8月15日（金）

試験申込書等の設置場所（設置は7月14日以降）

・管内町村役場　・オホーツク町村会

・北海道町村会　・札幌学生職業センター

・北見市大卒者情報センター　

問い合わせ先

・オホーツク町村会　†0152-44-6472

（網走市北7条西3丁目オホーツク合同庁舎内）

※北海道町村会ＨＰにも記載されています。

・役場総務課　† 76－2151（内線208）

【一般行政職・林業技術職　１名】

応募資格　募集要項をご覧ください。

採用予定年月日　平成27年4月1日　

申込期日　平成26年9月18日（木）まで必着

試験の内容及び日程等

内　容　　作文筆記、個人面接

場　所 津別町役場　林業研修会館

日　時 平成26年9月28日（日）

※詳細は、採用試験実施要項をご覧ください。

北海道開発局が行う国道240号カーブ緩和工
事に伴い、柏町・三上商店様前に布設されてい
る上下水道管を移設する工事を行います。
工事期間　平成26年6月16日～平成27年1月30日
※工事期間中、道路工事に併せ片側交互通行等
の交通規制を行いますので、ご理解、ご協力　　
よろしくお願いいたします。
問い合わせ先 建設課水道グループ

† 76－2151（内線253、254）

上下水道工事ご協力のお願い

障害年金の所得状況届は
７月末までに

障害基礎年金の所得状況届が日本年金機構より送付

されます。この所得状況届は、引き続き障害年金を受

ける権利があるかどうかを確認するもので、毎年７月

末までに役場に提出していただくものです（提出され

ない時は、年金の支給を一時停止する場合があります）。

また、障がいの程度を確かめる必要のある方につい

ては、診断書の用紙が同封されます。７月中に病院で

受診し、医師の記入を受けてから、役場に提出してく

ださい。

所得状況届提出先及び問い合わせ先
役場　戸籍・年金担当

†76-2151（内線222・223)
問い合わせ先
北見年金事務所　†0157-33-6008


